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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第11期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第12期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第11期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 1,331,295475,4564,202,671

経常損失（千円） 113,596 181,622 198,752

四半期（当期）純損失（千円） 93,747 220,279 111,148

純資産額（千円） 263,294 77,197 297,247

総資産額（千円） 3,394,5032,428,3842,792,619

１株当たり純資産額（円） 7,403.621,818.677,002.78

１株当たり四半期（当期）純損失金額（円） 2,725.465,189.513,166.53

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 7.51 3.18 10.64

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
26,218△104,807△13,370

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
19,765 2,949 333,761

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△81,361△129,673△344,356

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 698,504 478,384 709,916

従業員数（人） 156 115 110

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四

半期（当期）純損失であるため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 115 (42)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 114 (42)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当社グループはサービスの提供に当たり、製品の生産を行っていないため、当該記載を省略しております。

(2）受注状況

　当社グループは提供するサービスの性格上、長期継続受注と短期単発受注のものが混在しており、受注状況を正確

に把握することが困難であるため、当該記載を省略しております。

(3）販売実績

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

前年同四半期比（％）　

コンサルティング事業（千円） 181,517 49.4

アウトソーシング事業（千円） 291,930 38.0

セールスプロモーション事業（千円）　 － －

インキュベーション投資事業（千円） 11 0.5

その他事業（千円） 1,997 7.1

合計（千円） 475,456 35.7

　　　　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

　　　　　　　２．「セールスプロモーション事業」は、前第２四半期連結会計期間に株式会社イーヴァム・インターナショナ

ルの当社が保有するすべての株式を売却したことにより子会社でなくなったため、事業区分から除外

しております。

　　　　　　　３．前第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実

績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

株式会社リクルート 214,632 16.1 56,756 11.9

４．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

 

(1) 業績の状況

  当第１四半期連結会計期間（平成21年４月から平成21年６月、以下「当第１四半期」という）におけるわが国の

経済は、ある程度の回復の兆しも見え始め、日経平均株価も１万円を超す場面も見られました。しかし、実体経済の

先行きは依然不透明であり、雇用調整や大手メーカーの減産計画の発表、業績の下方修正などもあり、未だ予断を許

さない状況だと言えます。

　景気対策の影響もあり、株価も一時よりも上昇しておりますが、円高は継続しており、相変わらず、日本の大手メー

カーなどの利益圧迫による収益の悪化は、雇用状況の悪化を生み、有効求人倍率は過去最悪の数値になっておりま

す。このことが、国内消費の低迷へとつながり、物が売れない状況となってきております。今後の日本経済の先行き

が不透明な状況から、更なる景気悪化への懸念が、現実の問題として降りかかってきております。そして、政局の混

迷がさらに、今後の景気情勢を読みにくい状況にさせています。

　このような厳しい環境下、当社グループは一丸となって計画値の達成に向け取り組みました。この結果、当第１四

半期の売上高は475,456千円（前年同期比35.7％)、営業損失164,497千円（前年同期は41,534千円の営業損失)、経

常損失181,622千円（前年同期は113,596千円の経常損失)、四半期純損失220,279千円（前年同期は93,747千円の四

半期純損失)となりました。

  以下、それぞれの事業についてご説明いたします。

　

　コンサルティング事業におきましては、「マネジメント・アウトソーシング・サービス」（専任のコンサルタン

トが顧客企業内外でマネジメント業務を請負う）が順調に売上を伸ばしております。

　この「マネジメント・アウトソーシング・サービス」は、固定費を増やさずに、売上高を上げるというもので、厳

しい経営環境にさらされている多くの企業ニーズにマッチしている商品であると、各顧客企業から評価されてきて

おります。

「マネジメント・アウトソーシング・サービス」を行う過程の中で、営業プロセス代行の需要も大変多く、当第

１四半期より「営業プロセス代行」を請負うセールスアウトソーシング事業本部を発足いたしました。

これにより、その提供できるサービスが、今までのノウハウをさらに小口のパッケージ化ができたことにより、低

価格の商品もそろえることが出来ました。このことにより、利用対象企業の範囲が、従来の対象領域に比べて格段に

拡大され、対象の顧客数も、今までの数十倍以上に拡大できる企業数が存在しております。この潜在マーケットの大

きさは、当社の成長の大きな源泉となると確信しております。

　このサービスは、顧客企業にとって、①採用・教育にかかるコストの変動費化がはかれる。②時間的ロスをなくし

て、即マーケットにリーチできる。③採用・管理のリスクを軽減できるなど、多くのメリットがあることが現在の厳

しい環境にさらされている顧客企業にとっては更なるメリットとして映るため、潜在マーケットの顕在化が早く行

われるという実感を持っております。

　さらに、次のことも、この商品の魅力と評価されています。

　　1． 営業チーム丸ごとプロジェクトを請け負うことも可能である。

　　2． 新規市場へのテストマーケティングなどを行えるので、顧客企業にとっての初参入機会を逃すリスクが減

る。

　　3． そのため、競合他社に一歩先んずるチャンスが生まれる。

　これにより、今まで存在していなかった各企業の新プロジェクト、新会社にも利用されるようになりました。この

ことは、さらに対象企業が増えることを意味します。今まで着手できなかった優良ベンチャー企業や、大手企業の新

プロジェクト、新会社等への営業機会が大幅に増大し、当第１四半期において、すでに多くの受注が進んでおりま

す。

　そして、国内の景気の悪化を受け、各企業で活躍した営業人材が当社で多数採用できるようになりました。これは、

今まではプロジェクトを受注しても納品する営業マンがいなくて機会を逃していたところを一気に獲得できるこ

とになります。

短期間で多くのプロジェクトをこなすことができる体制が出来たことは当第１四半期においては最大の特記事

項だと思います。

　以上の結果、当第１四半期のコンサルティング事業の売上高は181,517千円（前年同期比49.4％）、営業損失8,878

千円（前年同期は27,252千円の営業利益）となりました。

　

　アウトソーシング事業におきましては、人材供給が逼迫しているサービス業領域への営業展開に集中しておりま

す。そのために、営業開拓に力点を置き、営業要員を増員し、マーケットの開拓に注力いたしました。これは、今後の

若年労働者数の激減を見越していくと、既存のサービスが必ず数年のうちには多くの企業で再び必要になると期待

できるためであります。
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しかしながら、現時点では景気の悪化に伴う雇用環境の急激な変化により、特に平成21年３月期第３四半期以降

は、当事業の収益に影響が出てきております。

　コンビニエンスストアへの派遣は、東京地区では需要が伸びており、契約店舗の増加も堅調に進展しておりまし

た。しかし、平成21年３月期第３四半期以降、アルバイト・パートの求人倍率が一気に低下した影響を受け、１店舗

当たりの利用時間にも影響を及ぼしております。従来採用できずにシフトが埋まらなかった時間が減少したことに

伴い、当社のサービスを利用する時間が減少し、その結果、前年度の実績を下回る結果となっております。しかし、主

要エリア（千代田区・港区・渋谷区・中央区・新宿区）では、引き続き契約店舗のシェアは50～70％を超えており

ます。（当社独自調査による※当社独自調査とは、コンビニエンスストア各社のHPよりその時点で店舗運営されて

いる店舗数をすべて数え上げ集計するという方法で算出しております。）

　現在では、上記のような既存店での収益の減少に対応すべく、江東区・中野区等の他のエリアへの新規営業のシフ

ト、既存エリアにおける更なるシェアの拡大といった営業強化を進めており、その結果も出始めております。そし

て、ここ数年進めている人材の長期派遣化により、売上の安定化と利益率維持に対応できるサービスの柱にまで成

長してきており、その比率が着実に上がってきていることがこの厳しい環境下でも更なる成長に期待が持てる要因

となっております。

　また、広告・フリーペーパーの配布業務も、着実な実績を積んだことで顧客からの信用が高まり、着実なリピート

オーダーが進んでおりますが、ここでも現在の景気の悪化のあおりを受けた顧客企業の販売促進予算の削減等によ

り、コンビニスタッフプロモーションと同様に、１社あたりの受注単価は低下傾向にあります。

　そこで、スタッフの質の向上を図り、現場で指揮をとるディレクターの教育・育成にさらなる注力をおこない、各

チーム別に編成し、質・量ともに顧客ニーズに対応できる体制が整備されたことで、新たな顧客企業からの受注を

確実に捉え新規拡販を行える体制を整備することができました。結果、単独企業におけるダイレクトマーケティン

グの配布スタッフ業務の受注も始まり、顧客の裾野も広がり始めてきております。

　アウトソーシング事業における更なる成長の鍵は、新たなサービス領域の開発であると考えております。それは、

各企業の広告による広告宣伝費や販売促進費を人材を活用したより有効な活動費用にリプレイス（置き換える）

提案、企画をいかに多く作るかにあります。今後は人材の登録を促進する媒体会社との連携など、現場ニーズに柔軟

に応える体制を整えてまいります。

　以上の結果、当第１四半期のアウトソーシング事業の売上高は291,930千円（前年同期比38.0％）、営業損失

27,963千円（前年同期は80,249千円の営業利益）となりました。

　

　インキュベーション投資事業におきましては、セレブリックス・インベストメント株式会社が、当社各事業の顧客

企業、または既に協業している企業を対象に投資活動を行っております。

　現在はベンチャー企業の３社に出資しており、営業・販売の支援と資金面の両方をバックアップし、インキュベー

ションすることにより、将来のキャピタルゲインが可能となります。また短期的には、新規上場株式への投資による

キャピタルゲインや配当収入を得ております。しかしながら、ここ直近では、新規の投資はなく、現状においては特

筆すべき動きはありません。

　以上の結果、当第１四半期のインキュベーション投資事業の売上高は11千円（前年同期比0.5％）、営業損失43千

円（前年同期は573千円の営業損失）となりました。

　

　その他事業におきましては、ワークスマネジメント株式会社が、従業員100名～300名規模の上場企業及び成長企業

に絞って営業展開を行いました。今後は、営業対象の再設定と利用メリットの出ている業種に絞った営業体制の再

構築を図り、安定的に利益が挙がるような体制を構築していきます。また、継続して新規商品の開発を行うととも

に、手離れの良い、サービス業向けの事業展開を行うことにより、当社顧客とのシナジー効果を狙っていく所存であ

ります。

　以上の結果、当第１四半期のその他事業の売上高は1,997千円（前年同期比7.1％）、営業損失3,753千円（前年同

期は3,662千円の営業損失）となりました。

 　　 

(2) キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末と比べると231,532千

円減少し478,384千円となりました。

　当第１四半期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。
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（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期において営業活動の結果、減少した資金は104,807千円（前年同四半期は26,218千円の増加）とな

りました。主な増加要因は、売上債権の減少額105,560千円であり、主な減少要因は、税金等調整前四半期純損失

216,720千円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期において投資活動の結果、増加した資金は2,949千円（前年同四半期は19,765千円の増加）となり

ました。主な増加要因は、定期預金の払戻による収入30,036千円及び有形固定資産の売却による収入12,500千円

並びに貸付金の回収による収入13,167千円であり、主な減少要因は、有形固定資産の取得による支出38,007千円

及び無形固定資産の取得による支出13,747千円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期において財務活動の結果、減少した資金は129,673千円（前年同四半期は81,361千円の減少）とな

りました。主な要因は短期借入金の純減額及び長期借入金の返済による支出129,400千円によるものであります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

①連結子会社に対する財務支援について

　連結子会社であるセレブリックス・インベストメント株式会社の資金調達につきましては、当社が資金調達し機

動的に貸し付ける体制となっておりますが、変動金利による調達が大勢を占めているため、市場金利の上昇により

将来支払う利息が増大する可能性があります。今後は、金利の上昇リスクを踏まえ、最適資本効率を考慮して取り組

んでまいります。

　

②上場維持について　

　当社は、平成22年３月期第１四半期末において、純資産の額が２億円未満、利益の額が5,000万円未満となりまし

た。大阪証券取引所のニッポン・ニュー・マーケット－「ヘラクレス」に関する有価証券上場規程の特例　第17条

第３項第１号から３号では、平成22年３月期の有価証券報告書をもって、直前期末が「純資産の額が２億円未満」

かつ「利益の額が5,000万円未満」かつ「上場時価総額が30営業日連続して35億円未満である場合」において、以

後３ヶ月の間に５営業日連続して上場時価総額が35億円以上とならないときは、上場廃止になる旨規定されており

ます。

　当社といたしましては、当連結会計年度を計画に沿って黒字化することに全精力を傾け、必要に応じて新株予約権

行使等の諸施策を講じ純資産の額２億円を保持することにより、今後も大阪証券取引所ヘラクレス市場に上場を維

持することに努めてまいります。　

　

(4) 研究開発活動

　　該当事項はありません。

　　

(5) 経営戦略の現状と見通し

  今後は、雇用環境の変化による不安定な環境下でも、各企業は、効率的な人材戦略の構築、企業が成長するための

諸施策などを策定し、収益向上の成果を挙げる必要があります。このため、あらゆる企業にとって、当社グループの

商品・サービスは不可欠のものとなるでしょう。

　当社グループの経営理念である≪顧客企業が収益を上げ、新たな事業への展開と連鎖を生む≫ことは、ワンストッ

プで収益の向上を支援できる顧客を飛躍的に増やすことになると信じます。

　そして、次の主要事業は、事業領域を明確に規定することで顧客から選別され、顧客数をさらに拡大できると考え

ております。

　1． 営業・販売職に対する営業プロセス支援・営業マネジメント支援を直接行う「コンサルティング事業本部」

　2． 営業・販売職に対する営業プロセス代行を請負う「セールスアウトソーシング事業本部」

　3． 派遣・請負を行う「スタッフィング事業本部」

当社は今まで以上に、顧客企業の収益向上を支援することができる体制が確立してきました。当第１四半期はそ

のための基盤を構築することができた期であると考えます。今後はこの体制を基にマーケット拡大に注力していく

ことで予算の達成に向けて一丸となって取り組んでいきたいと思います。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 98,100

計 98,100

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 42,447 42,447
大阪証券取引所

（ヘラクレス）
単元株式数　１株

計 42,447 42,447 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成21年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

　旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成16年３月15日臨時株主総会決議

　
第１四半期会計期間末現在
（平成21年６月30日）

新株予約権の数（個） 1,260

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 6,300

新株予約権の行使時の払込金額（円） 10,400

新株予約権の行使期間
平成18年４月13日から

平成26年４月12日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　10,400

資本組入額 　5,200

新株予約権の行使の条件 （注）１

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）２

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

（注）１．新株予約権の行使の条件

・　新株予約権の割当を受けた者（以下「新株予約権者」という。）は、権利行使時において会社の取締役又は

従業員のいずれかの地位を保有していること、あるいは、当社と顧問契約を締結している場合に限り新株

予約権を行使することができる。但し、定年退職その他取締役会が正当な理由があると認めた場合は、この

限りではない。

・　新株予約権者が死亡した場合、その者の相続人は新株予約権を行使することができる。

・　その他の条件は株主総会決議及び取締役会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結する「新株予

約権割当契約書」に定めるところによる。

２．新株予約権の取得事由及び取得の条件、並びに譲渡制限

・　当社は、新株予約権者又はその相続人が新株予約権の行使の条件に該当しなくなった場合は、当該新株予約

権を無償で取得することができる。

・　当社は、当社が消滅会社となる合併契約書承認の議案が当社株主総会で承認された場合、又は、当社が完全

子会社となる株式交換契約書承認の議案もしくは株式移転の議案が当社株主総会で承認された場合は、新

株予約権を無償で取得することができる。

・　新株予約権を譲渡する場合は、当社取締役会の承認を要する。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。
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（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年４月１日～

平成21年６月30日
－ 42,447 － 750,429 － 753,967

 

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 42,447 42,447 －

端株 － － －

発行済株式総数 42,447 － －

総株主の議決権 － 42,447 －

 

②【自己株式等】

　自己株式はありません。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月

最高（円） 14,400 18,000 30,800

最低（円） 9,500 11,500 17,000

　（注）最高・最低株価は、大阪証券取引所ヘラクレスにおけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。

EDINET提出書類

株式会社セレブリックス(E05475)

四半期報告書

11/23



第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してお

ります。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,362,996 1,672,117

受取手形及び売掛金 187,272 292,833

有価証券 48,552 －

営業投資有価証券 9,391 9,301

仕掛品 500 1,347

その他 175,937 262,974

貸倒引当金 △13,048 △15,678

流動資産合計 1,771,603 2,222,895

固定資産

有形固定資産 ※
 57,082

※
 29,154

無形固定資産 40,868 32,248

投資その他の資産

その他 552,146 499,831

貸倒引当金 △4,489 △4,489

投資その他の資産 547,656 495,342

固定資産合計 645,607 556,745

繰延資産 11,173 12,978

資産合計 2,428,384 2,792,619

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,362 28,683

短期借入金 1,646,540 1,765,940

1年内返済予定の長期借入金 40,000 40,000

未払法人税等 3,376 5,137

その他 123,908 125,612

流動負債合計 1,831,187 1,965,372

固定負債

社債 490,000 490,000

長期借入金 30,000 40,000

固定負債合計 520,000 530,000

負債合計 2,351,187 2,495,372

純資産の部

株主資本

資本金 750,429 750,429

資本剰余金 753,967 753,967

利益剰余金 △1,423,711 △1,203,432

株主資本合計 80,685 300,964

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △3,487 △3,717

評価・換算差額等合計 △3,487 △3,717

純資産合計 77,197 297,247

負債純資産合計 2,428,384 2,792,619
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 1,331,295 475,456

売上原価 909,501 322,444

売上総利益 421,793 153,011

販売費及び一般管理費 ※
 463,327

※
 317,508

営業損失（△） △41,534 △164,497

営業外収益

受取利息 11,224 2,137

受取配当金 2,763 10

債務時効益 － 1,001

その他 8,589 286

営業外収益合計 22,577 3,436

営業外費用

支払利息 20,361 18,294

持分法による投資損失 71,666 －

その他 2,612 2,268

営業外費用合計 94,640 20,562

経常損失（△） △113,596 △181,622

特別利益

貸倒引当金戻入額 8 2,630

特別利益合計 8 2,630

特別損失

本社移転費用 － 37,104

前期損益修正損 157 －

その他 － 623

特別損失合計 157 37,727

税金等調整前四半期純損失（△） △113,745 △216,720

法人税、住民税及び事業税 1,813 3,559

法人税等調整額 △18,352 －

法人税等合計 △16,539 3,559

少数株主損失（△） △3,458 －

四半期純損失（△） △93,747 △220,279
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △113,745 △216,720

減価償却費 4,673 4,976

のれん償却額 9,647 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,456 △2,630

賞与引当金の増減額（△は減少） 35,355 －

安全協力会費等返還損失引当金の増減額(△は減
少)

△12,599 －

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △3,094 －

受取利息及び受取配当金 △13,988 △2,148

支払利息 20,361 18,294

持分法による投資損益（△は益） 71,666 －

売上債権の増減額（△は増加） 114,740 105,560

たな卸資産の増減額（△は増加） 7,637 1,191

営業投資有価証券の増減額（△は増加） 1,788 －

仕入債務の増減額（△は減少） △73,696 △11,320

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） △11,955 24,828

未払消費税等の増減額（△は減少） △7,939 △23,223

その他 9,689 26,511

小計 43,998 △74,680

利息及び配当金の受取額 13,765 2,148

利息の支払額 △26,507 △28,201

法人税等の支払額 △5,038 △4,073

営業活動によるキャッシュ・フロー 26,218 △104,807

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △1,001

定期預金の払戻による収入 － 30,036

有形固定資産の取得による支出 △1,590 △38,007

有形固定資産の売却による収入 － 12,500

無形固定資産の取得による支出 △1,752 △13,747

投資有価証券の売却による収入 19,504 －

貸付けによる支出 △30,000 －

貸付金の回収による収入 33,603 13,167

投資活動によるキャッシュ・フロー 19,765 2,949

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △68,800 △119,400

長期借入金の返済による支出 △14,000 △10,000

株式の発行による収入 1,438 －

その他 － △273

財務活動によるキャッシュ・フロー △81,361 △129,673

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △35,377 △231,532

現金及び現金同等物の期首残高 733,881 709,916

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 698,504

※
 478,384

EDINET提出書類

株式会社セレブリックス(E05475)

四半期報告書

15/23



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　　　該当事項はありません。 

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

　前第１四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「債務時効益」は、営業外

収益総額の100分の20を超えたため、当第１四半期連結累計期間より区分掲記することとしました。なお、前第１四半期連

結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「債務時効益」は1,103千円であります。

　

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１．固定資産の減価償却費の算定の方法 　減価償却の方法として定率法を採用している固定資産については、連結会計

年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定しております。

２．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定にあたり、加味する加

減算項目や税額控除項目を重要なものに限定しております。

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営

環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、

前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用しております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、18,365千円でありま

す。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、28,637千円でありま

す。

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

 給与手当 135,164千円 

 賞与引当金繰入額 25,624千円 

 貸倒引当金繰入額 5,465千円 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

 給与手当 108,223千円 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在）

現金及び預金勘定 1,539,004千円

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金等 △840,500千円

現金及び現金同等物 698,504千円

 

（平成21年６月30日現在）

現金及び預金勘定 1,362,996千円

有価証券勘定 48,552千円

　　計 1,411,549千円

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金等 △933,165千円

現金及び現金同等物 478,384千円

 

　

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　42,447株

２．自己株式の種類及び総数

　該当事項はありません。

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

 
コンサルテ
ィング事業
（千円）

アウトソー
シング事業
（千円）

セールスプロ
モーション事
業
（千円）

インキュ
ベーション
投資事業
（千円）

その他事業
（千円） 

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                                 

(1）外部顧客に対

する売上高
367,732768,769164,5212,24028,0311,331,295 － 1,331,295

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

2,752 1,966 － － － 4,718△4,718 －

計 370,484770,736164,5212,24028,0311,336,014△4,7181,331,295

営業利益又は

営業損失（△）
27,25280,249△22,074△573 △3,662 81,191△122,726△41,534 

　（注）１．事業区分の方法

　　　　　　事業はサービス及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２. 各区分に属する主要なサービス

事業区分 主要製品

 コンサルティング事業
  営業・販売コンサルティング、人財採用・活用支援コンサルティング及び組織

診断コンサルティング、マネジメント・アウトソーシング・サービス等

 アウトソーシング事業
  短期・長期請負収益向上支援アウトソーシング、営業組織の一括業務請負アウ

トソーシング

セールスプロモーショ

ン事業

  販売促進のための広告代理並びにプロモーションのための見本市・イベント

ブースの企画・制作及びイベントプロデュース等

インキュベーション投

資事業
  営業・販売支援先への投資・インキュベーション事業等

 その他事業
  アプリケーション・アウトソーシング事業（「XNETサービス」の販売及びサ

ポート事業）

３. 会計処理の方法の変更

　（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　　　当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月

５日）を適用しております。これによる損益に与える影響はありません。

　（リース取引に関する会計基準）

　　　当第１四半期連結会計期間より「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日

（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３

月30日改正））を適用しております。これによる損益に与える影響はありません。 

　

EDINET提出書類

株式会社セレブリックス(E05475)

四半期報告書

18/23



当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 
コンサルティ
ング事業
（千円）

アウトソーシ
ング事業
（千円）

インキュベー
ション投資事
業
（千円）

その他事業
（千円） 

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                             

(1）外部顧客に対する売

上高
181,517291,930 11 1,997475,456 － 475,456

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
200 － － 129 329 △329 －

計 181,717291,930 11 2,126475,785△329 475,456

営業損失（△） △8,878△27,963 △43 △3,753△40,638△123,858△164,497

　（注）１．事業区分の方法

　　　　　　事業はサービス及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２. 各区分に属する主要なサービス

事業区分 主要製品

 コンサルティング事業
  営業・販売コンサルティング、マネジメント・アウトソーシング・サービス、

営業プロセス代行等

 アウトソーシング事業   コンビニスタッフプロモーション、短期業務請負及び派遣事業等

インキュベーション投

資事業
  営業・販売支援先への投資・インキュベーション事業等

 その他事業   ワークスマネジメント、営業サポートツールの導入による営業支援等

 ３．事業区分の変更

　　　「セールスプロモーション事業」は、前第２四半期連結会計期間に株式会社イーヴァム・インターナショナ

ルの当社が保有するすべての株式を売却したことにより子会社でなくなったため、事業区分から除外してお

ります。

　

【所在地別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

　前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。

　当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 1,818.67円 １株当たり純資産額 7,002.78円

２．１株当たり四半期純損失金額

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 2,725.46円 １株当たり四半期純損失金額 5,189.51円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

四半期純損失（千円） 93,747 220,279

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 93,747 220,279

期中平均株式数（株） 34,397 42,447

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－ －

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月８日

セレブリックス・ホールディングス株式会社

取締役会　御中

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 笹本　憲一　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 村田　征仁　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセレブリックス・

ホールディングス株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平

成20年４月１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損

益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セレブリックス・ホールディングス株式会社及び連結子会社の平成20年

６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況

を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期　報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月７日

株式会社セレブリックス

取締役会　御中

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加賀美　弘明　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 村田　征仁　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社セレブリッ

クスの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社セレブリックス及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期　報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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